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　雨あめの晴はれた朝あさである。修善寺しゆぜんじの温泉宿をんせんやど、──館くわんの家族かぞくの一婦人いちふじんと、家内かないが桂川かつらがはの一本橋いつぽんばし向むかうの花畑はなばたけへ連立つれだつて、次手ついでに同家どうけの控ひかへの別莊べつさう──あき屋やである──を見みせて貰もらつた、と言いつて話はなした。花畑はなばたけは渡わたつてからだが、橋はしを渡返わたりかへして館くわんの外そとまはりを𢌞まはつて行ゆく。……去年きよねんの春はるごろまでは、樹蔭こかげの徑みちで、戸田街道とだかいだうの表通おもてどほりへ土地とちの人ひとたちも勝手かつてに通行つうかうしたのだけれども、いまは橋際はしぎはに木戸きどが出來できて、館くわんの構内こうないに成なつた。もとの徑みちを、おも屋やと隔へだてて廣ひろい空地あきちがあつて、追おつては庭にはに造つくるのださうで、立樹たちきの間あひだに彼方此方あちこち、石いしが澤山たくさんに引込ひきこんである。川かはに添そつて古ふるい水車小屋すゐしやごやまた茅葺かやぶきの小屋こやもある。別莊べつさうはずつと其その奧おくの樹深きぶかい中なかに建たつて居ゐるのを、私わたしは心こゝろづもりに知しつて居ゐる。總二階そうにかい十疊じふでふに八疊はちでふの𢌞まはり縁えんで、階下かいかは七間なゝままで數かぞへて廣ひろい。雨戸あまどをすつかり明あけて見みせられたが、裏うらの山やま、前まへの流ながれ、まことに眺望ながめが好いいと言いふ。……借かりるつもりか、さては近頃ちかごろ工面くめんがいゝナなぞとおせきなさるまじく。京きやうの金閣寺きんかくじをごらうじましたか、で見けんぶつをしたばかり。唄うたの床柱とこばしらではないが、別莊べつさうの庭にはは、垣根かきねつゞきに南天なんてんの林はやしと云いひたいくらゐ、一面いちめん輝かゞやくが如ごとき紅顆こうくわを燭ともして、水晶すゐしやうの火ひのやうださうで、奧おくの濡縁ぬれえんを先さきに古池ふるいけが一ひとつ、中なかに平たひらな苔錆こけさびた石いしがある。

　其處そこで美うつくしい鳥とりを見みた。

　二羽には。

「……それは綺麗きれいな鳥とりなんですよ、背中せなかが青あをいつたつて、唯たゞ青あをいんぢやあないんです、何なんとも言いへません。胸むねの處ところからぼつと紅あかくつてね、長ながい嘴くちばしをして居ゐるんです、向合むきあつて。……其處そこいらが靜しづかで、誰だれも驚おどろかさないと見みえて、私わたしたちを見みても、遁にげないんですよ。縁えんからぢき其處そこに──最もつとも、あゝ綺麗きれいな鳥とりが、と云いつて、雨戸あまどにも密そつと加減かげんはしましたけれども。……何なんと云いふ鳥とりでせうね。内うちの雀すゞめよりはずつと大おほきくつて、鳩はとよりは、すらりと痩やせて小形こがたな。」

　と、あゝ、およしなされば可よいのに、借かりものの籠かごに、折をつて來きたしぼりの山茶花さゞんくわと白しろの小菊こぎくを突込つツこんで、をかしく葉はを撮つまんだり、枝えだを吹ふいたり、飴細工あめざいくではあるまいし……對つゐをなすものの人ひとがらも丁ちやうど可よい。……朝餉あさげを濟すますと、立處たちどころに床とこを取直とりなほして、勿體もつたいない小春こはるのお天氣てんきに、水みづを二階にかいまで輝かゞやかす日當ひあたりのまぶしさに、硝子戸がらすどと障子しやうじをしめて、長々なが〳〵と掻卷かいまきした、これ此この安湯治客やすたうぢきやく、得意とくいの處ところ。

「宿やどの方かたも知しらないつて言いふんですがね、ちよい〳〵彼處あそこで見みるんですつて、いつも、つがひで洒落しやれてるわね。何なんでせう。」

　おや〳〵鋏はさみの音おとをさせた。あつかましい。が、此これにも似合にあはう……川柳せんりうの横本よこぼんを枕まくらと斜はすつかけに仰あふぎながら、

「あるきもしない、不精ぶしやうだ不精ぶしやうだと云いふけれど、居ゐながらにして知しつてるぜ。かはせみさ、それは。」

「あゝ。」

「字じに顯あらはすと、些ちと畫くわくが多おほい、翡翠ひすゐとかいてね、お前まへたち……たちぢやあ他樣ほかさまへ失禮しつれいだ……お前まへなぞが欲ほしがる珠たまとおんなじだ。」

　と云いつて、おねだんのものの何なにも插ささない、うしろ向むきの圓髷まるまげを見みた。

　私わたしは廣袖どてらの襟えりを合あはせて起おきた。

　鴛鴦をしどりは濃艷のうえんでお睦むつまじい、が、聞きいたばかりで、翡翠かはせみは凄麗せいれいにして、其その所帶しよたいは意氣いきである。見みたくなつた。

　私わたしは狩獵しゆれふを知しらない。が、獲えものでない、山やまの幸さちは、其その姿すがたを見み、その、もの語がたりを聞きくのにある、と、思おもひつゝ。……

昭和三年一月

底本：「鏡花全集　巻二十七」岩波書店

　　　1942（昭和17）年10月20日第1刷発行

　　　1988（昭和63）年11月2日第3刷発行

※題名の下にあった年代の注を、最後に移しました。

※表題は底本では、「鳥影とりかげ」とルビがついています。

入力：門田裕志

校正：川山隆

2011年8月6日作成

青空文庫作成ファイル：

このファイルは、インターネットの図書館、青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）で作られました。入力、校正、制作にあたったのは、ボランティアの皆さんです。
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